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　８月５日、小泉純一郎内閣総理大臣が萩市を訪れ、尊敬する
幕末の思想家・吉田松陰ゆかりの史跡を視察しました。総理は
施政方針演説で松陰先生の言葉を引用するなど松陰の信奉者、
去る３月１日には野村萩市長が松陰像を贈呈しました。
　歴代の首相では、昭和初期の田中義一のお国入り（里帰り）、
戦後は佐藤栄作の萩訪問の写真が残っていますが、現職の首相
として、松下村塾など松陰をテーマとした訪問は、萩の歴史上
初めてのこと。
　野山獄跡を訪問した時の小泉首相の言葉「シャーシャー
シャーっていうセミは関東にはいないんだよ。ミンミンゼミと
かアブラゼミとか多いけど、こういうクマゼミっていうのは西
しかいない、珍しいんだよ」と昆虫に詳しい意外な一面も披露。

松陰・晋作を巡る旅

小 泉 首 相 、来 萩
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　「ふるさとから遠く離れた東京で、ふるさとのた
めに今できることをはじめよう」東京都内在住の萩
出身者が集まって「ふるさとボランティア萩大志館」
が８月に結成されました。　「萩を知らない東京の
人達に萩の良さをPRしつつ、地元の誇りを取り
戻して萩活性化につなげること」を目指して、世代
を超えた参加者を募り、都内各所で萩のPRイベ
ントを行っていきます。
　６月には東京・板橋区大山町のハッピーロード商
店街で「萩夏みかんまつり」と題したイベントを開
催し、萩の味覚を都民にPRしました。メンバー
の発案により生絞り夏みかんジュース、瀬付きアジ
の七輪焼きなどを販売し、好評を博しました。
　忙しい生活の中で、少しの時間をふるさとのため
に。「ここは東京なのに、萩に帰って家族友達で過
ごしてるような気分。」との声も。首都圏在住の萩
出身者の皆さんの参加を募集中です。次回イベント
は10月末を予定。

■問い合わせ
ふるさとボランティア萩大志館
事務局：〒 103-0027 東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル
おいでませ山口館内萩大志館事務局　
☎070・6479・3444（代表：中村）　http://hagi.typepad.jp/taishikan/

夏みかんまつり▷

ふるさとボランティア

東京。この街で今できること。

はじめよう！

８月からホームページをアップ！

　萩市では、団塊の世代を中心としたＵＪＩターン希望者
の定住を支援・促進するため、萩市での暮らしに必要な情
報をはじめ、地域情報を提供し、定住を希望される方を応
援する定住支援サイト「萩ふるさとターン応援団」を８月
１日から開設しました。ご覧いただき、ご意見やご要望を
お聞かせください。（http://www.hagicity.com/teijyu/）

「空き家情報バンク」を開設

　「萩ふるさとターン応援団」の一環として、ＵＪＩター
ン希望者の住まいの応援を行う「空き家情報バンク」を開
設しました。
　萩市内の現在使用されていない住宅等を貸家等として活
用するため、所有者の申請により「バンク」に登録し、Ｕ

ＪＩターン希望者の住まいとして情報提供を行います。
◆空き家をお持ちの皆さんへ
　「今は都会で暮らしているが、萩市の実家が空き家になっ
ている。このまま放置しておけば家が傷むばかりだ・・・。」
　現在、使用していない住宅（空き家）をＵＪＩターン希
望者の住まい（賃貸・売買）として活用してみませんか。
ぜひ、ご連絡ください。

来てみいね！住んでみいね・萩！

　萩ネットワークをご覧の皆さん、萩市に帰ってこられま
せんか。萩市に住んでみませんか。「萩暮らし」〜穏やか
に流れる萩の生活〜を楽しんでみませんか。
　萩暮らしについての総合的な相談窓口を萩市企画課に開
設しました。お気軽にご相談ください。

城下町　　 でスローライフを楽しみませんか！萩

問 い 合 わ せ
〒758ー8555　山口県萩市大字江向510番地　
萩市総合政策部企画課　担当：柴田、恩村
TEL 0838・25・3819　FAX 0838・26・3803　
Eメール teijyu@city.hagi.yamaguchi.jp　

定 住 総 合
相 談 窓 口

定住支援ホームページ　 http://www.hagicity.com/teijyu/
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幕
末
期
、
英
国
に
密
航
し
、
近
代

日
本
の
礎
を
築
い
た
長
州
藩
の
５
人

の
若
者
た
ち
（
伊
藤
博
文
、井
上
馨
、

遠
藤
謹
助
、
山
尾
庸
三
、
井
上
勝
）

の
青
春
群
像
を
描
い
た
映
画
「
長
州

フ
ァ
イ
ブ
」。
昨
年
12
月
に
萩
市
で

ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
遂
に
10
月
28
日
か

ら
山
口
県
内
で
の
先
行
上
映
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
は
、
正
月
第

２
弾
と
し
て
、
来
年
１
月
末
頃
に
東

京
近
郊
か
ら
順
次
公
開
さ
れ
る
予
定

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

■
小
泉
首
相

（
小
泉
内
閣
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
よ
り
）

　

私
は
、
吉
田
松
陰
と
高
杉
晋
作
の

生
き
方
、
志
、
そ
し
て
そ
の
言
葉
に

感
銘
を
受
け
、大
き
な
関
心
を
持
ち
、

ま
た
、尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

吉
田
松
陰
が
教
え
を
説
い
た
「
松

下
村
塾
」、
見
聞
を
広
め
よ
う
と
密

航
を
企
て
て
投
獄
さ
れ
た
「
野
山

獄
」、
誕
生
の
地
と
墓
地
な
ど
、
い

ず
れ
も
綺
麗
に
手
入
れ
が
さ
れ
て
い

て
、
今
も
な
お
地
元
の
人
た
ち
の
尊

敬
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
お
も
し
ろ
き　

こ
と
も
な
き
世

を　

お
も
し
ろ
く
」
と
辞
世
の
句
を

遺
し
た
高
杉
晋
作
。
数
え
で
29
歳
と

い
え
ば
、
今
で
い
う
27
歳
で
す
。
生

き
て
い
る
う
ち
は
毀き

よ
ほ
う
へ
ん

誉
褒
貶
相
半
ば

す
る
よ
う
な
、
同
じ
時
代
の
人
に
は

な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
い
、
そ
う
い

う
人
生
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
短
い
生
涯
で
よ
く
あ
れ
だ
け
の

偉
業
を
成
し
遂
げ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
身
は
た
と
ひ　

武
蔵
の
野
辺
に

映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

10
月
28
日
か
ら
県
内
先
行
上
映

■
先
行
上
映
さ
れ
る
映
画
館

・
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ

・
下
関
ス
カ
ラ
座

・
宇
部
シ
ネ
マ
ス
ク
エ
ア

・
テ
ア
ト
ル
徳
山

・
山
口
ス
カ
ラ
座

・
ワ
ー
ナ
ー
マ
イ
カ
ル
防
府

・
岩
国
ニ
ュ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル

・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
周
南

・
チ
ャ
チ
ャ
タ
ウ
ン　

シ
ネ
プ

レ
ッ
ク
ス
小
倉
（
北
九
州
市
）

■
前
売
券
（
全
国
共
通
）

好
評
発
売
中
！

　

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
、
下
関
ス
カ

ラ
座
、
山
口
ス
カ
ラ
座
で
、
前
売

券
（
１
３
０
０
円
）
を
発
売
中
。

小
泉
首
相
が
萩
に
来
た
！

松
陰
・
晋
作
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問

　

首
相
は
、
８
月
４
日
夕
方
に
山
口

県
入
り
し
、
下
関
市
の
東
行
庵
・
功

山
寺
を
訪
問
。
そ
し
て
、
翌
５
日
、

午
前
中
に
秋
吉
台
を
見
学
し
た
後
、

萩
に
入
り
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
松
陰
が
投
ぜ
ら
れ
た

野
山
獄
、
萩
博
物
館
、
高
杉
晋
作
誕

生
地
、
松
下
村
塾
、
松
陰
や
松
陰
の

甥
の
吉
田
庫く
ら
ぞ
う三
の
墓
所
、
松
陰
誕
生

地
を
訪
れ
、
野
村
萩
市
長
や
直
木
賞

作
家
の
古
川
薫
さ
ん
な
ど
が
同
行
し

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
口
市
に
向
か
い
、
翌

６
日
に
は
広
島
市
の
平
和
記
念
式
典

に
出
席
し
ま
し
た
。

小泉首相の動向 ８月５日（土）

朽
ち
ぬ
と
も　

留
め
置
か
ま
し　

大

和
魂
」
と
詠
ん
だ
の
は
江
戸
の
伝
馬

町
で
刑
死
し
た
吉
田
松
陰
。
彼
が
松

下
村
塾
で
教
え
て
い
た
の
は
わ
ず
か

に
１
年
あ
ま
り
。
８
畳
一
間
ほ
ど
の

小
さ
な
私
塾
か
ら
、
久
坂
玄
瑞
、
高

杉
晋
作
、
伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
、

山
田
顕
義
、
品
川
弥
二
郎
な
ど
、
幕

末
、
明
治
維
新
に
活
躍
し
た
多
く
の

人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

吉
田
松
陰
が
こ
の
世
を
去
っ
た
の

は
、
数
え
年
で
若
干
30
歳
、
今
の
年

齢
で
い
え
ば
29
歳
。
短
い
生
涯
で
あ

り
な
が
ら
、
時
代
の
変
革
者
と
い
う

も
の
は
、
想
像
を
絶
す
る
よ
う
な
熱

い
志
を
持
っ
て
、
苦
労
を
重
ね
て
き

た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

■
野
村
萩
市
長

　

去
る
３
月
１
日
に
、
総
理
に
松
陰

像
を
贈
呈
し
た
折
に
、
総
理
在
任
中

の
来
萩
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
早
速

に
実
現
し
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
限
り

で
す
。

　

総
理
は
、随
行
記
者
団
に
対
し「
松

陰
・
晋
作
の
志
を
、
次
代
を
担
う
若

い
世
代
が
し
っ
か
り
学
ん
で
欲
し

い
」
と
力
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
萩

の
地
の
次
代
を
担
う
子
供
達
に
も
是

非
と
も
学
ん
で
欲
し
い
も
の
で
す
。

■
小
泉
首
相
の
山
口
県
訪
問
の
様
子

は
、首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
小
泉

内
閣
の
動
き
⇨
山
口
県
下
視
察
⇨
ビ

デ
オ
版
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.kantei.go.jp/

△松陰誕生地にて（小泉首相の左が野村萩市長、
　河村建夫衆議院議員）

野山獄跡（今古萩町）　
午後０時 30 分～

萩博物館（堀内）　
高杉晋作誕生地（南古萩町）
松下村塾（椿東）　
吉田松陰・吉田庫三の墓（椿東）
吉田松陰誕生地（椿東）　

～３時 35 分
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初
秋
の
爽
や
か
な
日
差
し
を
浴

び
て
一
台
の
自
転
車
が
萩
市

江
向
の
古
い
街
並
み
を
ス
イ
ス
イ
泳

ぐ
。

　

自
転
車
の
男
性
は
堀
内
に
住
む
大

庭
政
雄
92
歳
だ
。
92
歳
に
し
て
軽
々

と
自
転
車
を
こ
ろ
が
す
姿
に
ま
ず
驚

か
さ
れ
る
が
、
大
庭
は
い
た
っ
て
健

康
、悠
々
自
適
の
生
活
の
中
で
今「
井

上
剣
花
坊
」
の
顕
彰
活
動
に
燃
え
て

い
る
。
井
上
剣
花
坊
は
、
明
治
末
か

ら
大
正
、
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
活

躍
し
た
萩
出
身
の
川
柳
人
だ
。

　

大
庭
は
ほ
ぼ
毎
日
散
歩
が
て
ら
に

自
転
車
で
萩
市
内
を
散
策
し
、
自
ら

が
力
し
て
建
て
た
剣
花
坊
の
顕
彰
句

碑
を
眺
め
て
は
得
心
し
、
新
た
な
句

碑
の
建
立
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。

こ
の
日
訪
れ
た
の
は
剣
花
坊
の
誕
生

地
だ
。

　

こ
こ
に
は
誕
生
地
を
示
す
石
碑
の

ほ
か
剣
花
坊
顕
彰
会
と
萩
川
柳
会
が

建
て
た
句
碑
が
あ
る
。

「
何
よ
り
も　

母
の
乳
房
は　

甘
か

り
し
」　

剣
花
坊

井
上
剣
花
坊
が
生
ま
れ
た
明
治

３
年
（
１
８
７
０
）
当
時
の

こ
の
辺
り
一
帯
は
城
下
町
で
あ
り
な

が
ら
も
広
々
と
蓮
田
が
連
な
る
の
ど

か
な
風
景
だ
っ
た
と
い
う
。
剣
花

坊
は
没
落
藩
士
の
子
で
経
済
環
境
は

厳
し
か
っ
た
が
向
学
心
は
人
一
倍
強

く
苦
学
し
て
小
学
校
の
教
師
と
な
り
、

さ
ら
に
転
じ
て
地
方
新
聞
の
記
者
と

な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
も
飽
き
た

ら
ず
30
歳
の
時
子
ど
も
を
母
に
預
け

て
夫
婦
で
上
京
、
や
が
て
日
本
新
聞

社
に
入
社
し
た
。
記
者
活
動
の
傍
ら

川
柳
の
創
作
に
没
頭
、
や
が
て
選

者
、
評
論
家
と
し
て
の
位
置
も
占
め

た
。
剣
花
坊
が
面
白
い
の
は
、
硬
骨

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
反
権
力
の
自

由
主
義
者
で
あ
り
な
が
ら
、
熱
烈
な

尊
皇
主
義
者
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

そ
の
少
し
相
反
す
る
心
の
内
は
ま
さ

に
長
州
人
の
本
質
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

剣
花
坊
の
言
を
借
り
れ
ば
「
私
は

長
州
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
吉
田
松

陰
や
高
杉
東
行
や
寺
島
忠
三
郎
は
親

族
関
係
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
人
た
ち

の
主
義
、
性
行
に
教
化
、
陶
冶
さ
れ

に
堕
落
し
つ
つ
あ
っ
た
川
柳
の
改
革

を
志
し
、
時
事
、
社
会
、
人
生
を
素

材
に
時
代
を
見
据
え
た
鋭
敏
な
秀
作

を
次
々
に
世
に
問
う
た
。
彼
は
川
柳

の
本
質
的
な
発
展
を
求
め
、
そ
の
考

え
を
「
川
柳
王
道
論
」
と
し
て
主
唱
、

新
川
柳
を
民
衆
芸
術
に
し
た
い
と
、

全
国
の
会
支
部
を
ま
わ
り
指
導
に
努

め
た
。
萩
に
も
３
回
帰
郷
し
、
大
正

10
年
９
月
の
最
初
の
帰
郷
で
は
長
寿

寺
で「
日
本
国
民
詩
と
し
て
の
川
柳
」

と
題
し
て
講
演
し
萩
市
民
の
川
柳
熱

を
煽
っ
た
。

　

昭
和
９
年
３
月
、萩
市
民
館
で「
藩

論
統
一
の
歴
史
」
と
題
し
て
講
演
し

た
の
が
最
後
の
故
郷
行
と
な
っ
た
。

こ
の
年
の
９
月
、
執
筆
と
静
養
の
た

め
一
夏
を
過
ご
し
た
鎌
倉
市
の
建
長

寺
で
脳
溢
血
を
患
い
急
逝
し
た
。
65

歳
。
全
国
各
地
の
柳
人
や
著
名
人
多

数
が
会
葬
し
た
ほ
か
、
そ
の
秋
追
悼

の
全
国
川
柳
大
会
が
催
さ
れ
記
念
に

顕
彰
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
建
長
寺

境
内
の
そ
れ
に
は
剣
花
坊
の
代
表
作

の
一
つ
、
大
正
天
皇
崩
御
の
際
の
作

句
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

「
咳
一
つ　

聞
こ
え
ぬ
中
を　

天
皇

ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
４

か
ら
は
個
人
的
に
も
並
々
な
ら
な
い

お
世
話
を
蒙
っ
た
」と
昭
和
30
年「
忘

れ
残
り
の
記
」
の
中
で
剣
花
坊
を
活

写
し
て
い
る
。

　
「
剣
花
坊
は
長
州
人
の
豪
朗
性
そ

の
も
の
で
、
い
つ
も
書
生
袴
の
姿
、

そ
し
て
手
提
げ
袋
の
紐
を
片
手
の
手

首
に
巻
き
、
体
中
で
笑
い
、
体
中
で

談
じ
る
。
そ
し
て
終
日
で
も
倦
ま
な

い
」「
実
に
話
は
面
白
い
。
殊
に
史

学
家
で
あ
り
、
文
壇
事
情
だ
け
で
な

く
政
界
に
も
通
じ
て
い
た
。
ひ
と
り

長
州
だ
け
で
な
く
薩
州
と
か
熊
本
と

か
、
な
お
日
本
の
社
会
に
は
ど
の
部

門
に
も
閥
色
の
余
影
が
あ
っ
た
。
剣

花
坊
氏
は
そ
れ
ら
の
閥
臭
に
対
し
て

は
常
に
反
逆
的
口こ

う
ふ
ん

吻
を
弄
し
て
い
た
。

堺
枯こ

せ
ん川

（
利
彦
）
を
大
い
に
認
め
て

い
た
。
柳

り
ゅ
う
そ
ん樽

改
革
を
と
な
え
新
川

柳
を
興
し
、
氏
を
川
柳
へ
赴
か
せ
た

も
の
の
一
因
は
そ
こ
に
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
」
吉
川
の
分
析
も
ま
た
深

み
の
あ
る
も
の
だ
。

　

さ
ら
に
感
じ
る
こ
と
は
剣
花
坊
は

活
躍
の
場
を
萩
の
地
か
ら
全
国
に

求
め
た
の
だ
が
、
結
局
思
考
展
開
の

根
っ
こ
は
萩
に
あ
り
、
長
州
人
の
Ｄ

「
絶
頂
で　

天
下
の
見
え
ぬ　

霧
の

海
」　

古
萩
町　

長
州
屋
製
菓
前

「
新
し
い　

心
に
な
り
ぬ　

初
日
の

出
」　

浜
崎　

住
吉
神
社
境
内

「
黎
明
に　

ひ
と
り
坐
っ
て　

神
を

待
つ
」　

椿
東　

萩
本
陣
史
跡
庭
園

「
名
剣
に　

な
る
に
火
に
入
り　

水

に
入
り
」　

唐
樋　

好
日
館
前

「
偉
大
な
る　

存
在
な
り
し　

松
下

塾
」　

椿
東　

松
陰
神
社
境
内

「
巣
立
ち
し
た　

あ
と
は
は
じ
め
の

二
羽
に
な
り
」　

堀
内　

萩
博
物
館

　

萩
市
内
を
め
ぐ
っ
て
目
に
す
る
句

碑
だ
け
で
も
剣
花
坊
の
心
に
迫
る
こ

と
が
出
来
る
。

句
の
そ
れ
ぞ
れ
に
時
代
背
景
が

あ
り
、
剣
花
坊
が
置
か
れ
て

い
た
立
場
と
そ
の
時
々
の
心
境
が
投

影
さ
れ
て
い
る
。
大
庭
政
雄
が
剣
花

坊
に
惹
か
れ
る
の
は
、
川
柳
そ
の
も

の
の
ほ
か
に
剣
花
坊
の
生
き
様
に
共

感
す
る
か
ら
だ
と
い
う
。「
私
は
旧

制
の
萩
中
学
を
卒
業
し
て
大
陸
に
渡

り
南
満
州
工
専
に
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
国
策
会
社
の
南
満
州
鉄
道
に
入

社
し
て
旧
大
連
、
奉
天
、
長
春
な
ど

で
技
術
者
と
し
て
励
み
ま
し
た
。
し

か
し
戦
局
の
悪
化
し
た
昭
和
19
年
に

応
召
し
中
支
を
転
戦
、
あ
の
時
の
過

酷
さ
、
仲
間
の
死
に
様
は
忘
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
尊
皇

主
義
で
す
よ
」
と
笑
う
。

　

大
庭
は
戦
後
の
長
い
会
社
員
生
活

を
終
え
た
穏
や
か
な
日
々
の
中
、
剣

花
坊
顕
彰
会
の
会
長
と
し
て
来
た
る

国
民
文
化
祭
の
川
柳
大
会
の
受
け
入

井
上
剣
花
坊
と

萩

大庭政雄
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氏

山や
ま
た
に谷
幹み
き
お夫

山や
ま
た
に谷
幹み
き
お夫

か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
副
支
部
長

東
陶
機
器
㈱
勤
務

た
関
係
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
す
べ
て

そ
の
人
た
ち
の
心
を
以
て
心
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
人
た
ち
は
い
ず

れ
も
尊
皇
主
義
で
あ
り
同
時
に
平
民

主
義
、
自
由
主
義
で
し
た
」
と
言
う

こ
と
に
な
る
。
剣
花
坊
は
、
そ
の
こ

ろ
正
岡
子
規
が
俳
句
の
革
新
を
提
唱

し
て
い
た
こ
と
に
刺
激
さ
れ
、
狂
句

　

昭
和
43
年 

萩
工
業
高
等
学
校
を

卒
業
後
、
北
九
州
市
の
東
陶
機
器
㈱

に
入
社
し
、
便
器
や
洗
面
器
な
ど
の

衛
生
陶
器
お
よ
び
そ
の
付
属
機
器

の
設
計
に
従
事
。
そ
の
後
は
そ
の
商

品
知
識
を
活
か
し
、
商
品
企
画
、
お

客
様
へ
の
商
品
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

講
習
会
等
の
仕
事
を
し
て
き
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
平
成
14
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
に
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
際

に
は
商
品
へ
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た

一
人
と
し
て
取
材
に
協
力
し
た
。

　

最
近
は
T
Ｏ
T
Ｏ
史
料
室
の
開
設

に
向
け
て
古
い
製
品
や
資
料
の
収
集

と
そ
の
展
示
の
た
め
の
準
備
作
業
を

実
施
中
で
、
ま
も
な
く
衛
生
設
備
機

器
の
歴
史
と
周
辺
情
報
を
集
め
た
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
一
般
公
開
で
き
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ノ
作
り
の
講

演
等
を
行
い
、
先
人
の
意
思
や
技
術

を
後
世
へ
伝
承
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

平
成
2
年
に
「
か
ら
た
ち
会
九
州

支
部
」
が
発
足
し
毎
年
総
会
を
開
催

し
て
い
る
が
、
今
年
も
7
月
29
日
に

北
九
州
市
で
第
17
回
総
会
を
開
催
し

た
。
総
会
に
は
会
員
22
名
、
来
賓
5

名
の
出
席
が
あ
っ
た
が
、
出
席
者
が

年
々
減
少
し
て
い
る
の
は
当
支
部
に

お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

　

幸
い
に
も
T
Ｏ
T
Ｏ
で
働
い
て
い

る
会
員
が
多
く
今
回
は
社
内
か
ら
9

名
が
出
席
し
総
会
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
最
近
は
母
校
か
ら

の
入
社
は
皆
無
で
あ
り
、
今
後
定
年

退
職
を
迎
え
る
会
員
が
多
く
な
る
に

つ
れ
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
期
待
で
き

な
い
こ
と
か
ら
抜
本
的
な
対
策
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

私
は
見
島
出
身
で
、
高
校
時
代
は

島
の
連
絡
船
の
便
が
少
な
い
た
め
本

土
に
下
宿
し
苦
労
し
た
。
し
か
し
今

は
高
速
船
が
就
航
す
る
な
ど
、
交
通

の
便
が
格
段
に
よ
く
な
り
、
当
時
と

は
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

ま
た
、
私
が
高
校
に
入
学
し
た
年

に
萩
工
業
高
等
学
校
と
し
て
母
校
が

開
校
し
た
が
、
体
育
館
も
な
く
、
私

た
ち
機
械
科
は
3
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た

た
め
仮
設
の
教
室
で
勉
強
す
る
な
ど
、

今
思
え
ば
必
ず
し
も
環
境
的
に
は
ベ

ス
ト
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

維
新
の
志
士
を
輩
出
し
、
日
本
を
近

代
国
家
に
変
え
て
い
っ
た
萩
の
一
学

生
と
し
て
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
自
ら
を
戒
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
萩
ま
ち
づ
く
り
推
進
懇
話
会
」

の
中
で
い
く
つ
か
の
提
案
を
し
た
が
、

萩
に
は
維
新
の
街
と
し
て
の
観
光
資

源
と
海
を
中
心
と
し
た
自
然
が
数
多

く
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
う
ま
く
活

か
す
こ
と
が
地
域
振
興
へ
の
早
道
と

思
わ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
萩
博
物
館
の
総
合

情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
機
能
強
化
、

萩
を
よ
く
知
ら
な
い
人
で
も
安
心
し

て
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
案

内
シ
ス
テ
ム
と
駐
車
場
の
整
備
、
集

客
手
段
と
し
て
の
「
し
ー
ま
ー
と
」

「
萩
港
」
の
整
備
等
が
急
が
れ
る
。

　

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
策
が
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
と
思
わ
れ
る

も
の
を
実
行
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
、

一
日
で
も
早
く
今
ま
で
以
上
に
皆
さ

ん
か
ら
愛
さ
れ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
安
心
･
安
全
な
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
24
年
10
月
4
日 

萩
市
見
島

生
ま
れ
、
昭
和
43
年
3
月 

萩
工
業

高
等
学
校
卒
業
、
同
年 

東
陶
機
器

株
式
会
社
に
入
社
、
商
品
技
術
課
長
、

商
品
技
術
担
当
部
長
を
経
て
現
在
に

至
る
。

旗
」　

剣
花
坊

剣
花
坊
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
多
い
が
、「
宮
本
武
蔵
」

や
「
鳴
門
秘
帖
」
等
で
知
ら
れ
る
作

家
の
吉
川
英
治
が
剣
花
坊
の
弟
子

だ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
話
だ
。

　

吉
川
は
「
井
上
（
剣
花
坊
）
夫
妻

Ｎ
Ａ
を
温
存
し
続
け
た
よ
う
に
思
う
。

驚
く
べ
き
こ
と
だ
が
、
萩
市
内

に
は
剣
花
坊
の
碑
が
20
基
も

建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
庭
の

熱
情
が
多
く
の
人
々
の
心
を
突
き
動

か
し
個
人
や
団
体
か
ら
浄
財
の
拠
出

を
得
た
成
果
だ
と
い
う
。

れ
に
も
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。

「
よ
ろ
こ
ん
で　

も
ら
い
嬉
し
い　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」　

大
庭　

華
洋（
政

雄
）

　

剣
花
坊
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
大
庭
の
情
念
を
満
た
す

に
充
分
で
あ
る
。

　
（
高
井　

誠　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

　
　
　
　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

氏

北九州市在住、萩市見島出身、
昭和 43 年萩工業高校卒、57 歳

ズーム
アップ

ズーム
アップ

か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
副
支
部
長

東
陶
機
器
㈱
勤
務

私
の
近
況

か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
の
現
況

萩
の
思
い
出

萩
へ
の
提
言

剣花坊誕生地（江向）
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インタビュー

福寿丸船長

岡村直
なおあき

明さん
（萩市大島在住、49 歳）

27
歳
で
福
寿
丸
の
船
長
に

　

地
元
大
島
の
小
中
を
卒
業
し
15
歳

で
漁
師
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。
27

歳
で
父
親
か
ら
福
寿
丸
の
船
長
を
引

継
ぎ
、
現
在
18
名
の
従
業
員
と
７
隻

の
漁
船
で
操
業
し
て
い
ま
す
。

　

船
団
は
最
新
鋭
の
情
報
機
器
に

よ
っ
て
魚
群
を
捜
す
網
船
、
ア
ジ
を

照
明
で
集
め
る
灯
船
、
そ
し
て
漁
獲

し
た
ア
ジ
を
市
場
に
運
ぶ
運
搬
船
の
、

合
計
７
隻
。
大
島
に
は
ま
き
網
の
船

団
が
４
カ
統
あ
り
、
大
島
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
萩
の
水
産
業
の
主
力
を

占
め
て
い
ま
す
。
毎
年
３
月
中
旬
に

瀬
付
き
ア
ジ
の
ま
き
網
漁
が
解
禁
に

な
り
ま
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
天
候

不
順
な
ど
で
漁
期
が
遅
れ
、
例
年
盛

期
と
な
る
６
月
に
な
っ
て
も
芳
し
く

な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
非
常

に
不
安
で
や
り
き
れ
な
い
日
々
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
７
月
に

入
っ
て
か
ら
は
一
日
の
水
揚
げ
が
百

数
10
万
円
と
絶
好
調
、
大
島
の
港
に

も
活
気
が
戻
り
、
島
の
人
々
の
表
情

も
と
っ
て
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

新
・
ど
っ
ち
の
料
理
シ
ョ
ー
に

出
演
！

　

テ
レ
ビ
出
演
し
た
あ
と
は
、
多
く

の
島
外
の
知
人
か
ら
電
話
を
も
ら
っ

て
、「
瀬
付
き
ア
ジ
っ
て
美
味
し
い

ら
し
い
ね
」
と
か
「
番
組
の
対
決
で

も
見
事
圧
勝
し
た
ね
」「
あ
の
ア
ジ

フ
ラ
イ
、本
当
に
美
味
そ
う
だ
っ
た
」

と
か
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
、
ま
る
で

自
分
を
褒
め
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う

で
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

瀬
付
き
ア
ジ
は
も
っ
ぱ
ら
漬
け
丼

で
食
べ
て
い
ま
す
。
ぶ
つ
切
り
に

し
た
身
を
丼
飯
の
上
に
乗
せ
、
薬
味

に
ミ
ョ
ウ
ガ
や
浅
葱
な
ど
を
散
ら
し
、

醤
油
と
好
み
の
調
味
料
で
味
を
調
え

る
簡
単
な
調
理
法
で
す
。
島
で
は
刺

身
で
食
べ
る
こ
と
が
普
通
で
、
こ
の

よ
う
な
食
べ
方
を
し
て
い
る
の
は
多

分
私
だ
け
で
し
ょ
う
。
瀬
付
き
ア
ジ

丼
・
岡
村
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
す
ね
。

夕
方
４
時
出
港
、
朝
７
時
帰
港

　

漁
の
あ
る
日
は
、
昼
過
ぎ
に
起
床
、

食
事
を
と
っ
て
午
後
２
時
に
港
へ
、

出
船
準
備
や
打
ち
合
わ
せ
を
済
ま
せ

夕
方
４
時
頃
に
出
港
。
魚
群
を
探
索

し
な
が
ら
午
後
８
時
半
頃
に
集
魚
灯

を
点
灯
、
ア
ジ
が
集
ま
っ
て
く
る
ま

で
約
２
時
間
、
最
初
の
網
入
れ
は
深

夜
と
な
り
ま
す
。
平
均
１
晩
に
２
〜

３
回
網
入
れ
し
、
午
前
４
時
頃
に
終

了
、
港
に
戻
る
、
と
い
う
の
が
こ
の

時
期（
夏
場
）の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

複
数
の
船
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
な
の
で

シ
ケ（
海
が
荒
れ
る
）の
時
は
非
常
に

危
険
、
そ
の
際
は
出
漁
を
見
合
わ
せ

ま
す
の
で
、
概
ね
月
間
15
日
く
ら
い

の
操
業
で
す
。

大
島
に
は
若
い
漁
師
が
定
着

　

全
国
各
地
の
漁
村
で
後
継
者
不
足

に
よ
る
漁
業
の
衰
退
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
大
島
の

ま
き
網
漁
は
若
い
漁
師
が
き
ち
っ
と

定
着
し
て
い
ま
す
。
事
実
、
私
の
息

子
２
人（
30
歳
と
20
歳
）も
一
緒
に

福
寿
丸
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要

因
は
、
大
島
が
20
年
以
上
前
か
ら
毎

週
土
曜
日
を
定
期
休
漁
と
し
た
こ
と
。

そ
し
て
、
ま
き
網
船
団
に
従
事
す
る

場
合
は
、
給
料
が
固
定
給
＋
歩
合
制

で
、
不
漁
の
時
で
も
一
定
の
収
入
が

確
保
さ
れ
る
、
と
い
う
安
心
感
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
福
寿
丸

の
場
合
は
固
定
給
が
月
額
約
20
万
円

で
、
そ
れ
に
歩
合
分
が
プ
ラ
ス
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
７
月
の
よ
う
に
豊
漁
の
場
合

は
、
歩
合
分
が
30
〜
40
万
円
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
結
構
高
額

な
月
給
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ま
き
網
漁
を
孫
の
代
ま
で

　

ち
ょ
う
ど
自
分
自
身
が
漁
師
の
世

界
に
入
る
２
〜
３
年
前
、
そ
れ
ま
で

隆
盛
を
極
め
た
イ
ワ
シ
網
漁
の
倒
産

を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

父
達
の
世
代
が
苦
労
し
て
築
き
上
げ

た
こ
の
ま
き
網
漁
を
、
息
子
の
世
代
、

そ
し
て
孫
の
世
代
ま
で
、
今
後
も
発

展
的
に
持
続
で
き
る
よ
う
に
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

水
産
資
源
の
減
少
、
従
業
員
確
保

の
困
難
さ
、
燃
料
代
に
代
表
さ
れ
る

諸
経
費
の
高
騰
な
ど
、
向
か
い
風
は

結
構
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
島
の
基
幹
産
業
と
も
言
え
る
ま
き

網
漁
を
守
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が

こ
の
島
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
繋

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

昭
和
31
年
９
月　

萩
市
大
島
生
ま

れ　

大
島
中
学
卒
業
後
15
歳
で
家
業

の
福
寿
丸
に
乗
る
。
27
歳
で
福
寿
丸

船
長
に
。
休
日
は
仲
間
と
酒
を
か
こ

ん
で
会
話
を
楽
し
む
。

△大島港に停泊中の福寿丸（網船）

△岡村氏の長男・次男も一緒に操業

△若者の多い福寿丸の乗組員

△人気 TV 番組に登場した岡村さん
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　今年５月から７月にかけて、萩の食材が全国ネット
の人気番組で立て続けに５件紹介されました。放送
後は生産元や販売店に問い合わせや注文の電話が殺到。
地元生産者や販売事業者のブランド化に向けての地道
な努力が実りつつあることが実感できました。
　食材の宝庫としての萩を、今後も積極的に全国発信
していきたいものです。

　今年５月から７月にかけて、萩の食材が全国ネット
の人気番組で立て続けに５件紹介されました。放送
後は生産元や販売店に問い合わせや注文の電話が殺到。
地元生産者や販売事業者のブランド化に向けての地道
な努力が実りつつあることが実感できました。
　食材の宝庫としての萩を、今後も積極的に全国発信
していきたいものです。

　土曜日朝の人気旅番組「旅サラダ」に萩のケンサキイ
カが生中継で登場。レポータ役のラッシャー板前さんが、
萩の大井湊漁港を訪問、活魚水槽に泳ぐケンサキイカを
見学の後、ケンサキイカの活き造りや、女性部の皆さん
特製のイカ飯を試食、ケンサキイカの甘み旨みに感激す
る場面が全国にオンエアさ
れました。問合わせ先とし
て紹介された道の駅・萩し
ーまーとには番組直後から
電話が殺到しました。

萩のケンサキイカ
（5/13放映）「旅サラダ」朝日放送系列

　「新どっちの料理ショー」に三宅裕司厨
房の「ナスと挽肉のカレー」の特選素材と
して登場し、「アカザエビ」等を使用した

「シーフードカレー」に勝ちました。
　放送では、萩たまげなすの歴史が紹介さ

萩たまげなす
「新どっちの料理ショー」
　　　　日本テレビ系列

（6/15放映）

れ、幸坂治男氏をはじめ、多くの萩たまげなす生産者が
登場。スタジオでは出演者全員がなすの大きさにたまげ、
生で食べたら「フルーツみたい」、焼きなすにしたら「おい
しい食べ物の国に誘われそう」との感想。出来上がった
カレーは、萩たまげなすの甘さとカレーの辛さとが抜群
にマッチしてとても美味しそうで、５対４の僅差で勝利。

　朝の人気番組で、「誰もがうらや
むグルメ島」として、萩沖の見島が
紹介されました。番組のメインは旬
のアカウニ。高価なウニを惜しげも
なく使ったウニ丼・ウニ飯・ウニの

　こちらは同番組で過去に放送された数多くの特選素材
の中から、夏の特選素材ベスト 10 を選ぶ特別番組。昨
年４月 28 日に放映された「萩の瀬つきあじ」がなんと
三宅祐司厨房の９位にランクイン。大衆魚であるアジが、
豪華食材に混じってランクインできたのも、やはり瀬つ

萩瀬つきあじ
（7/20放映）「新どっちの料理ショー」

　　　　日本テレビ系列

きあじの実力。また、「超
ビッグでうまい特選素材７
連発」でも萩の「たまげな
す」がトップで登場。一つ
の地域から複数の素材が紹
介されたのは萩だけでした。

　全国各地の海の幸・山の
幸を紹介する人気番組。主
役の見蘭牛の産みの親・萩
見蘭牧場の藤井照雄氏が登
場。絶滅の危機にあった見
島牛（天然記念物）を保存
するため、経済牛として利
用することを模索、見島牛
とホルスタインの交雑種を

萩見島牛と見蘭牛
「たべもの新世紀」ＮＨＫ（7/23放映）

育て続け、餌や飼育方法を工夫し肉質を改善してきた一
連の過程を紹介。見島牛保存会の多田一馬氏も登場、見
島牛に掛ける情熱を語りました。
　スタジオのゲストはきらら博で山口県にゆかりある山
本寛斉氏。試食した見蘭牛の網焼きに感激し、この牛の
宣伝役を自ら買って出たほど。

見島のウニ
「ズームイン SUPER」
　　　日本テレビ系列

（7/13放映）

卵とじ・ウニうどんなど、ウニを使った見島の郷土料理
のオンパレード。スタジオのゲストから「試食は無い
の？」とクレームが出たくらい美味しそうな映像でした。
　後半は、道の駅・萩しーまーと内の丼専門店「維新亭」
の、板ウニ一枚をまるごと使ったウニ丼（当日の価格は
2,000 円）が紹介されました。

その１

その２

その４

その５

その３
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関西山峡会６月 18 日

敦煌（大阪市）

井
上
節
美
さ
ん
（
関
西
山
峡
会
会
長
、
堺
市
西
区
）
か
ら
の
投
稿
で
す
。

　

関
西
山や

ま
な
み峡

会
（
旧
旭
村
、
川
上
村
同
郷
会
）
総
会
が
、
６
月
18
日
大

阪
市
の
中
国
割
烹
「
敦
煌
」
に
50
人
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
西
山
峡
会
は
、
平
成
元
年
に
結
成
さ
れ
、
毎
年
６
月
に
総
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
過
去
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
平
成
４
年
の
旭
村
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
設
の
手
伝
い
、
ま
た
平
成
７
年
の
阪
神
大
震
災
の
被
災

会
員
の
お
見
舞
い
、
平
成
13
年
の
山
口
き
ら
ら
博
の
と
き
に
は
、
き
ら
ら

博
を
見
学
し
て
故
郷
佐
々
並
の
は
や
し
屋
旅
館
で
、
お
墓
参
り
を
兼
ね
て

故
郷
の
皆
さ
ん
と
総
会
を
致
し
ま
し
た
。
ま
た
15
周
年
の
記
念
事
業
で
は
、
川
上
、
明

木
、
佐
々
並
に
桜
の
植
樹
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
も
故
郷
を
離
れ
て
30
、
40
、
50
年
と
経
ち
、
望
郷
の
念
は
募
る
ば
か
り
で
す
。

今
後
は
萩
市
の
一
員
と
し
て
故
郷
と
の
交
流
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
企
業
誘
致
等

故
郷
の
お
役
に
た
て
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
萩
の
皆
さ
ん
に
お

か
れ
て
も
、
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
が
関
西
で
就
職
さ
れ
た
ら
、
こ
の
会
が
あ
る
と
い

★事務局からのお知らせ
クラス会、同窓会、皆さんからの投稿記事をお待ちして
います。萩ネットワーク事務局まで、お送りください。
また事前にご連絡いただければ、資料をお送りします。

　

会
場
を
萩
光
塩
体
育
館
か
ら
長
門
市
の
大
谷

山
荘
に
移
し
、
約
１
０
０
人
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
佐
藤
和
子
校
長
か
ら

「
現
在
、
校
舎
に
向
か
っ
て
左
側
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
武
道
館
を
建
設
中
、12
月
完
成
予
定
で
す
」

と
近
況
報

告
が
あ
り

ま
し
た
。

萩高校同窓会８月８日

萩高校体育館（萩市）
　

８
月
８
日
萩

高
同
窓
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
、

約
５
０
０
人
が

来
場
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
伝
統

と
歴
史
の
あ
る

城
下
町
「
萩
」
の
出
身
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
に
持
て
る

よ
う
に
と
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
萩
人
（
は
ぎ
ん
ち
ゅ
）」
と

し
ま
し
た
。（
引
受
期 

43
期

　

平
成
３
年
卒　

事
務
局　

服
部
哲
也
）

う
こ
と
を
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

井
上
☎
０
７
２
・
２
７
７
・
０
０
６
８

会員投稿

萩光塩学院同窓会
大谷山荘（長門市）

８月 10 日
　

懇
親
会
で
は
、
ホ
テ

ル
の
料
理
に
舌
鼓
し
な

が
ら
の
歓
談
、
そ
の
後

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
豪

華
な
賞
品
の
福
引
き
へ

と
続
き
、
豪
華
な
会
場

で
の
催
し
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
事
務

局
（
萩
光
塩
学
院
）
☎

０
８
３
８
・
２
２
・
０
７

８
２

会
員
か
ら
の
お
便
り

写
真
で
み
る
萩
今
昔

　

７
月
号
で
ご
紹
介
し
た
こ
の
写
真
、

昭
和
35
年
当
時
の
東
萩
駅
の
様
子
で
し

た
が
、
事
務
局
が
萩
駅
と
勘
違
い
し
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

阿
武　

功
（
東
京
都
羽
村
市
）
さ
ん

ご
提
供
の
写
真
で
す
。

現在の東萩駅前

東萩駅前（昭和35年）

萩観光の玄関口。しかし車社会の発
達や萩ロイヤルホテルの倒産などのた
め、利用するのは通学客がほとんど。
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○山田眞一（大阪府阪南市）
　５月号の記事を見てから、夏みか
んが欲しくなり椿町の知人に依頼し
て一箱送ってもらいました。萩の夏
みかんを食べたのは何年ぶりかと思
います。
　小袋から実を丁寧に取り出し、白
い器に入れるとオレンジの色が映え
て綺麗で食欲をそそりました。少し
砂糖をかけて食べました。甘夏でし
たが美味しい味は忘れられません。
追加して子どもたちにもそれぞれ送
りました。
　
○山本哲朗（宇部市）
　７月、明倫小学校で児童の皆さん
へ防災授業を行いました。５月号の
記事で、毎朝明倫小学校で児童が松
陰先生のことばを朗読していること
に胸が熱くなりました。
　世間では読書しない傾向が進むな
か、松陰先生の読書の教えを知って
ほしいと、強く思いました。大学に
戻って、私の生徒の山口大学の学生
に朗唱の話をしました。

○若
わかやぎゆうこ

柳夕紅：森谷泰子（京都市北区）
　京都は祇園祭、一色になりました。
20 周年を記念して、夕紅の会を開
催します。
◆「20 周年記念　夕紅の会」
▽とき　９月 30 日（土）
　午後２時〜（開場１時 30 分）
▽ところ 金剛能楽堂（上京区）
▽料金　3,000 円
　☎０７５・４９２・４６１４

会員からのお便り
めーるぼっくす

広島指月会５人組４月 25 日

麻樹（神戸市）

会員投稿

金
田
康
房
さ
ん
（
萩
高
昭
和
36
年
卒
、
広
島
市
）
か
ら
の
投
稿
で
す
。

〜
同
期
の
旅
行
〜　

広
島
指
月
会
萩
高
13
期
５
人
（
井
町
君
、
田
中
さ
ん
、

杉
山
さ
ん
、
額
見
さ
ん
、
金
田
）
は
、
毎
年
１
回
旅
行
を
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
広
島
指
月
会
総
会
の
参
会
は
「
今
年
は
、何
処
へ
行
く
か
ね
」

と
い
う
旅
行
打
ち
合
わ
せ
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
63
号
（
06
年
３
月
）
が
届
き
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

て
い
る
と
「
私
の
お
店 

麻
樹
」
の
紹
介
が
目
に
入
り
、
神
戸
に
あ
る
居

酒
屋
風
ス
ナ
ッ
ク
の
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
マ
マ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
同
期
の
古
川
眞
紀
子
さ
ん
で
し
た
。

　

お
店
は
、Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
前
北
野
坂
の
一
角
に
在
り
、落
ち
着
き
の
あ
る
お
店
で
し
た
。

萩高９期卒・東京同期会７月 27 日

万葉倶楽部（横浜市）

会員投稿

大
石
岩
男
さ
ん
（
萩
高
昭
和
32
年
卒
、

横
浜
市
都
築
区
）
か
ら
の
投
稿
で
す
。

　

１
９
７
７
年
に
関
東
在
住
者
に
よ
る

発
起
で
始
ま
っ
た
東
京
同
期
会
も
今
年
で

30
回
を
迎
え
ま
し
た
。
去
る
７
月
27
日
に
、

横
浜
の
新
し
い
顔
と
し
て
発
展
め
ざ
ま
し

い
最
先
端
都
市
、
よ
こ
は
ま
・
み
な
と
み

ら
い
21
に
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
横
浜
・

万
葉
倶
楽
部
」
で
、
熱
海
・
湯
河
原
の
温

泉
郷
の
豊
か
な
天
然
の
湯
の
恵
み
を
身
近

に
満
喫
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
に
企
画
し
、
33
人
の
参
加
者
で

開
催
し
ま
し
た
。
年
々
加
齢
と
共
に
萩
・
九
州
・
山
陽
筋
や
関
西

方
面
の
遠
来
の
同
期
生
の
参
加
往
来
も
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
午
か
ら
受
付
、
４
時
開
催
ま
で
の
時
間
た
っ
ぷ
り
、
入
浴
・

寛
ぎ
、
全
員
が
浴
衣
・
作
務
衣
に
着
替
え
て
の
宴
会
。
９
階
の
展

望
足
湯
庭
園
で
足
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
、
３
６
０
度
展
望
で
き
る

み
な
と
み
ら
い
の
夜
景
を
楽
し
み
、
翌
朝
８
時
ま
で
営
業
の
バ
イ

キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ツ
イ
ン
仕
様
の
宿
泊
ル
ー
ム
等
で
50
余
年

前
の
萩
高
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
夜
半
ま
で
も
話
が
は
ず

み
ま
し
た
。

　

来
春
の
卒
業
50
周
年
記
念
・
同
期
会
へ
誘
い
合
わ
せ
て
、
帰
省
・

参
加
を
申
し
合
わ
せ
て
散
会
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
震
災
で
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た

地
区
で
、
町
は
復
興
し
た
も
の
の
、
地
震
の
恐
ろ

し
さ
、
被
災
の
苦
し
み
が
当
時
の
ま
ま
深
く
、
心

の
傷
は
ま
だ
ま
だ
癒
え
そ
う
に
な
い
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。

　

店
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
壊
れ
、
マ
マ
さ
ん
も
額

に
怪
我
を
負
い
な
が
ら
頑
張
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

ま
た
６
年
前
に
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
立
派
に
店
を
切
り
盛
り
す
る
姿
を
見
て
、

た
だ
「
ア
ッ
パ
レ
」
と
言
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
故
郷
萩
の
話
、
同
期
会
の
話
、
お
互
い
の

苦
労
話
に
夜
は
更
け
て
い
き
ま
し
た
。
楽
し
く
思

い
出
に
残
る
、
激
励
と
再
会
の
旅
で
し
た
。
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松陰神社前から
道の駅「萩しーまーと」が
一直線！ 　

松
陰
神
社
前
交
差
点
か
ら
長
添
山
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、

道
の
駅「
萩
し
ー
ま
ー
と
」ま
で
つ
な
が
る
、長
さ
1.9
㎞（
２

車
線
）
の
道
路
「
県
道
萩
川
上
線
」
が
、
つ
い
に
10
月
７

日
に
開
通
し
ま
す
。

　

翌
８
日
に
は
、
道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
で
、
北
浦

最
大
の
お
魚
イ
ベ
ン
ト
「
萩
・
魚
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
萩
市
内
か
ら
「
萩

し
ー
ま
ー
と
」へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

07
年　

萩
国
際
大
学
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

山
口
福
祉

文
化
大
学

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部

◆
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
06

９
月
９
日
（
土
）、
９
月
30
日
（
土
）、

10
月
14
日
（
土
）、
11
月
11
日
（
土
）、

12
月
９
日
（
土
）
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

県
道
萩
川
上
線
が
開
通

萩しーまーと

長添山トンネル

美萩橋

↓至 松陰神社

10月７日

※
２
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

◆
大
学
最
新
情
報

①
９
月
１
日
か
ら
正
式
に
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
学
部
の
平
成
19
年
度
学
生
募

集
を
開
始

②
入
学
試
験
な
ど
の
成
績
に
応
じ
た

大
学
独
自
の
奨
学
金
制
度
導
入
予
定

③
山
口
福
祉
専
門
学
校
（
長
門
市
）

と
の
連
携
に
よ
り
、
介
護
福
祉
士
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
受

験
資
格
が
取
得
可
能
と
な
る
予
定

④
近
い
将
来
開
設
予
定
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
に
お
け
る
ダ

ブ
ル
ス
ク
ー
ル（
単
位
互
換
）に
よ
り
、

理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
の
受
験

資
格
の
取
得
が
可
能
と
な
る
予
定

◆
学
生
寮
を
建
設
中

　

地
上
９
階
地
下
１
階
、
部
屋
は
ワ

ン
ル
ー
ム
（
キ
ッ
チ
ン
、
バ
ス
，
ト

イ
レ
付
き
）
が
１
４
６
室
。
来
年
３

月
に
完
成
予
定
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
国
際
大
学

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
０
０
０
）

　
「
失
礼
で
す
が
、
こ
ん
な
凄
い
メ

ン
バ
ー
が
な
ぜ
北
浦
の
町
に
集
ま

る
の
で
す
か
。
こ
れ
は
奇
跡
で
す
」。

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
ジ
ャ
ズ
通
た

ち
の
言
葉
で
す
。

  
田
舎
に
あ
っ
て
も
超
一
流
の
芸
術

に
ふ
れ
て
も
ら
お
う
と
、
阿
武
町
内

の
町
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
そ
う
か

村
塾
」
の
メ
ン
バ
ー
、
萩
市
内
の
喫

茶
「
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
増
本
マ
ス
タ
ー

と
が
意
気
投
合
し
て
実
行
委
員
会
を

組
織
、
阿
武
町
も
協
力
し
て
大
が
か

り
な
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
ま
た
実

現
し
ま
し
た
。 

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
『
ル
イ
ス
・
ナ
ッ
シ
ュ
＆
ビ
バ
ッ

プ
・
グ
レ
ー
ト
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
』”

ジ
ャ
ズ
美
術
館
”
名
盤
の
巨
匠
た
ち

が
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
挙
し
て
や
っ
て

来
る
！
、
と
銘
打
ち
開
催
し
ま
す
。

世
界
屈
指
の
ジ
ャ
ズ
メ
ン
が
ど
田
舎
で

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

阿
武
町

10
月
29
日
㈰

阿
武
町
・
町
民
セ
ン
タ
ー

ジャズコンサート
▷とき　10月29日（日）
　午後６時30分
▷ところ　阿武町奈古　
　阿武町町民センター
▷料金 6500円（全席指定）
▷問い合わせ　阿武町役場
総務課（08388・2・3111）
または喫茶Village(ビレッ
ジ0838・25・6596）

  

同
実
行
委
員
会
は
昨
年
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
中
心
に
世
界
的
に
活
躍
す

る
10
人
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ

る
「
１
０
０
ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
ガ
ー

ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
実
現
さ
せ
、
大
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。
委
員
会
の
名
前
は
、
そ
れ
に
ち

な
み
“
Ａ
Ｂ
Ｕ
１
０
０
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｓ
”。
本
物
の
生
演
奏
に
町
内
外
か

ら
満
員
の
来
場
者
は
大
満
足
。
今
回
、

「
あ
の
大
勢
の
笑
顔
に
ま
た
出
逢
い
、

小
さ
な
町
で
も
や
れ
る
の
だ
と
い
う

充
実
感
を
ま
た
味
わ
い
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
実
行
委
員
会
を
再
結
成
、

町
民
セ
ン
タ
ー
開
館
10
周
年
と
い
う

節
目
も
あ
り
“
夢
”
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
実
現
し
ま
し
た
。

  

グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
ル
イ
ス
は
、

ジ
ャ
ズ
界
で
最
も
忙
し
い
ド
ラ
マ
ー
。

８
月
20
日
に
萩
市
民
館
で
行
わ
れ

た
「
萩
・
音
楽
創
造　

ジ
ャ
ズ 

コ

ン
サ
ー
ト
」
で
も
超
絶
技
巧
を
披
露

し
観
客
の
度
肝
を
抜
き
ま
し
た
。
今

回
、
理
想
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
モ
ダ

ン
ジ
ャ
ズ
の
楽
し
さ
を
満
載
し
た
最

強
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ線橋（美萩橋）から長添山トンネル
を抜ければすぐ「萩しーまーと」

国道 191 号
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萩小町萩小町萩小町
　

７
月
29
日
、萩
に
新
し
い
宿“
萩

小
町
”
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

１
月
に
破
産
し
た
楽
天
池
（
越

ケ
浜
）
を
萩
城
観
光
ホ
テ
ル
が
買

い
受
け
、
改
装
工
事
を
経
て
新
規

オ
ー
プ
ン
。
新
た
に
大
型
露
天
風

呂
や
、
露
天
風
呂
付
き
の
部
屋
を

設
け
る
等
、
奇
麗
な
落
ち
着
き
の

あ
る
宿
（
49
部
屋
、
定
員
２
０
０

人
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
お
湯
は

も
ち
ろ
ん
萩
温
泉
。

　
「
お
客
様
は
、
癒
し
を
も
と
め

て
泊
ま
り
に
来
ら
れ
ま
す
。
萩

一
番
の
絶
景
を
、
く
つ
ろ
い
で

お
楽
し
み
下
さ
い
」
と
女
将
の

松ま
つ
お
み
づ
え

尾
瑞
恵
さ
ん
。

　

姉
妹
店
“
萩
一
輪
”（
堀
内
・
菊

正面玄関日本海の夕陽を眺められる露天風呂

夕景の宿　海のゆりかご

　６月 23 日、萩商業体育館で、もと
出光興産取締役の大賀進さん（東京た
ちばな会長）を招いて講演会が行われ
ました。講師の大賀さんは田万川出身
で萩商業卒業後、昭和 36 年出光興産
に入社。全国の主要都市の支店長を歴
任後、取締役に就任しました。
　社会人として成功するためにをテー
マに、「社会人としての第一歩は挨拶
です。外国に比べ日本の挨拶は受け身
になりがちです。一期一会の気持ち、
相手を敬う気持ちで積極的に一歩踏み
出してください」と外国人との応対経
験を踏まえて講演されました。

大賀進氏講演
たちばな会 75 周年記念

　萩工業のグラウンドに、プレハブ
２階建の仮設実習棟（10 月完成予定）
を建設中です。今後２年間かけて萩商
業、萩工業が、萩商工へと全面移行し
ていきますが、それと並行して、老朽
化した工業の校舎を解体し、商業の実
習施設も含めた新たな萩商工の校舎を
建設する工事の一環です。
　新校舎は、４階建ての３棟で、現在
の萩工業校舎の場所に建設します。来
年１月に着工し、平成 20 年３月に完
成予定です。
　また９月９日に体育祭が萩商業で、
11 月 23 日に商工祭が萩工業で行われ
る予定です。

萩商工仮設棟建設中
新校舎は平成20年３月完成

　７月末、校舎北側の管理棟が完成し
ました。これは老朽化に伴う建て替え
工事。
　鉄筋コンクリート造２階建ての建物
ですが、和瓦葺きの武家屋敷風の意匠
で、白壁をベースとした外観は、周囲
の歴史的な町並みに溶け込んでいます。
　校長室や事務室、会議室があり、特
に床や壁にふんだんに木材を使用した
図書室は落ち着きをがあって勉強にも
集中できそうです。
　８月８日の萩高同窓会（八・八会）
では、新しい姿を同窓生にお披露目し
ました。

堀内の町並みに調和
萩高校管理棟完成

ケ
浜
）
と
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運

行
し
、
宿
泊
客
は
両
方
の
お
風
呂

を
無
料
で
利
用
で
き
、
萩
の
お
宿

を
２
倍
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
小
町

（
０
８
３
８
・
２
５
・
０
１
２
１
）

〜日本海に浮かぶ絶景ロケーション〜〜日本海に浮かぶ絶景ロケーション〜

たちばな会 萩商工 萩高
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獨
協
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
当

時
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
に
就
職
、

２
年
間
勤
務
後
オ
リ
ッ
ク
ス
・
レ
ン

テ
ッ
ク
に
転
職
、
大
型
リ
ー
ス
や
レ

ン
タ
ル
案
件
の
営
業
に
10
年
近
く
携

わ
り
ま
し
た
。

　

結
婚
は
今
か
ら
20
年
前
、
家
内
は

東
光
寺
住
職
の
次
女
。
平
成
９
年
、

先
代
住
職
（
義
父
）
が
急
逝
、
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
僧
侶
の
道
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
大

き
な
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
世

の
中
、
出
来
る
か
そ
れ
と
も
出
来
な

い
か
二
つ
に
一
つ
、「
出
来
る
」
と

信
じ
て
自
分
自
身
を
叱
咤
し
ま
し
た
。

　

禅
宗
の
僧
堂
に
て
３
か
月
間
の
修

行
、
そ
の
後
検
定
試
験
を
受
験
し
、

２
年
目
で
合
格
し
ま
し
た
。
検
定
試

験
科
目
は
宗
教
史
な
ど
６
科
目
、
こ

れ
ま
で
の
自
分
に
と
っ
て
全
く
無
縁

の
世
界
の
勉
強
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

実
際
こ
の
仕
事
に
就
い
て
み
る
と
、

そ
れ
ま
で
思
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と

大
き
く
違
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
東
光
寺
の
住
職
と
い

え
ば
、
一
般
の
市
民
生
活
と
ち
ょ
っ

と
距
離
を
置
い
た
環
境
に
な
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

約
60
軒
の
檀
家
さ
ん
や
近
隣
の
方
々

と
の
日
々
の
お
付
き
合
い
、
地
域
の

会
合
へ
の
出
席
、
萩
市
の
各
種
団
体

と
の
交
流
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
の

接
触
が
非
常
に
多
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
時
代
の
限
ら
れ
た
人
間
関
係
か
ら

は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
広
く
深
い

地
域
と
の
お
付
き
合
い
、
ま
さ
に
地

元
と
べ
っ
た
り
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

今
で
は
、
萩
市
仏
教
会
や
自
衛
隊

協
力
会
萩
支
部
な
ど
市
内
外
の
い
ろ

い
ろ
な
団
体
の
事
務
局
長
や
会
計
役

も
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

東
光
寺
自
体
の
寺
院
運
営
は
厳
し

い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

普
通
、
寺
院
の
檀
家
数
は
２
５
０
軒

〜
３
０
０
軒
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
江
戸
期
ま
で
は
毛
利
家
の

菩
提
寺
で
し
た
の
で
、
明
治
以
降
三

輪
家
な
ど
が
新
た
に
檀
家
と
な
り
ま

し
た
が
、
現
状
の
檀
家
数
は
約
60

軒
。
そ
れ
に
拝
観
料
収
入
が
年
間

３
０
０
０
万
円
強
あ
り
ま
す
が
、
広

大
な
境
内
の
維
持
費
や
人
件
費
な
ど

運
営
上
の
固
定
費
が
大
き
く
赤
字
状

態
で
す
。

　

自
分
が
萩
に
来
た
頃
は
１
億
円
を

越
え
る
拝
観
料
収
入
が
あ
り
ま
し

た
が
、
萩
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
減

少
に
と
も
な
い
、
当
時
の
３
分
の
１

以
下
に
落
ち
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
、
こ
の
東
光
寺
の
経
営
は
、

萩
市
の
観
光
客
数
に
大
き
く
左
右
さ

れ
る
わ
け
で
す
。
何
と
か
し
な
け
れ

ば
と
各
方
面
に
働
き
か
け
、
例
え
ば

小
月
の
自
衛
隊
航
空
学
校
の
視
察
研

修
を
東
光
寺
に
誘
致
す
る
な
ど
地
道

な
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
型
破
り
な
発
想
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
萩
の
観
光
振
興
の
た

め
に
、
こ
の
東
光
寺
の
境
内
を
会
場

に
し
た
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
も
温
め
て
い
ま
す
。
音
楽

の
フ
ッ
ク
と
い
う
の
は
意
外
に
強
く
、

開
催
地
が
僻
地
な
ど
と
呼
ば
れ
る
地

域
で
も
全
国
か
ら
愛
好
家
が
集
ま
り

ま
す
。
事
実
、
豊
北
町
の
マ
リ
ン
ピ

ア
黒
井
で
開
催
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
当
時
は
東
京
に

居
ま
し
た
が
、
５
年
連
続
で
遠
路
駆

け
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
昨
年
度
の
市
民
会

議
で
も
提
案
し
た
「
飛
行
艇
」
の
運

航
。
飛
行
場
が
無
く
て
も
海
や
湖
な

ど
の
平
水
面
が
あ
れ
ば
離
着
陸
で
き

る
大
型
の
飛
行
機
で
す
。
鉄
道
や
道

路
の
ア
ク
セ
ス
が
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
萩
に
と
っ
て
、
都

市
部
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
有
効
な
手
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
狐
島
（
萩
女
子
短
大

跡
）
を
カ
ジ
ノ
に
す
る
な
ど
・
・
・
。

　

確
か
に
突
拍
子
も
な
い
ア
イ
デ
ア

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
手
詰
ま
り
感

の
強
い
萩
の
観
光
を
活
性
化
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
く
ら
い
の
ス
ケ
ー
ル

で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。（
談
）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
34
年
２
月
東
京
都
世
田
谷
区

生
ま
れ
。
獨
協
大
学
法
学
部
法
律
学

科
卒
業
。
デ
ー
タ
プ
ロ
セ
ス
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
㈱
入
社
。
オ
リ
ッ
ク
ス
・

レ
ン
テ
ッ
ク
㈱
に
転
職
。

　

平
成
９
年
萩
市
に
移
住
、
東
光
寺

の
住
職
と
な
る
。
今
年
か
ら
同
じ
黄

檗
宗
の
自
得
寺
（
周
南
市
）
の
住
職

を
兼
務
。
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
Ｙ

Ｅ
委
員
長
・
維
新
の
里
づ
く
り
協
議

会
理
事
・
萩
市
自
衛
隊
協
力
会
事
務

局
長
な
ど
地
域
の
役
職
を
多
数
務
め

る
。
趣
味
は
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
・
Ｓ
Ｏ
Ｕ

Ｌ
な
ど
の
音
楽
鑑
賞
。

夢夢追追人人

▲東光寺の応接室にて

東
光
寺
住
職

尾お

が

わ河 

哲て
つ
ひ
こ彦

さ
ん
（
47
歳
）

（
萩
市
椿
東
在
住
）

広
く
深
い
地
域
と
の
お
付
き
合

い
、
ま
さ
に
地
元
べ
っ
た
り

萩
の
観
光
活
性
化
は

　
　
　
　

思
い
切
っ
た
手
法
で

萩
藩
主
毛
利
家
の
菩
提
寺
と
し
て
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
東
光
寺
。
住
職
を
務
め
る
の
は
、
今
か
ら
９
年
前

に
東
京
か
ら
萩
に
I
タ
ー
ン
し
た
尾
河
氏
。
寺
院
運
営
の
実

際
や
今
後
の
課
題
・
夢
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
。

東光寺（萩市椎原　☎0838・26・1052）
毛利家の菩提寺。毛利家墓所は国指定史
跡。500余基の石灯籠が立ち並ぶ。
入館料は大人300円。



　

月
刊
誌
「
家
庭
画
報
」（
世
界
文

化
社
）
８
月
号
、
美
の
真
髄
に
触

れ
る
特
集
で
「
美
し
き
高
麗
・
李
朝

の
陶
磁
」
と
題
し
て
、
浮
世
絵
の
優

れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
浦
上
氏
と
、

萩
博
物
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

萩　芸術・文芸の広場

萩
市
平
安
古
５
８
６
ー
１

　

☎
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日

※
祝
日
・
休
日
の
場
合
は
翌
平
日

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

な
し

（
９
月
８
日
は
、
臨
時
休
館
）

大
本
山
相
国
寺
と

　
　

金
閣
・
銀
閣
の
名
宝

室
町
文
化
の
精
花

　

相
国
寺
、
金
閣
寺
、
銀
閣
寺
に

伝
わ
る
多
く
の
名
宝
の
中
か
ら
、

主
に
室
町
文
化
や
桃
山
文
化
を
象

徴
す
る
利
休
の
茶
碗
、
雪
舟
の
山

水
図
、
長
谷
川
等
伯
の
屏
風
な
ど

の
逸
品
約
70
点
を
展
示
し
ま
す
。

９
月
15
日
〜
10
月
25
日

　

萩
市
出
身
の
実
業
家
・
浦
上
敏
朗

氏
が
寄
贈
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
も
と
に
平
成
８
年
に
開
館
し
た
山

口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
は
、

浮
世
絵
版
画
と
東
洋
陶
磁
の
専
門
の

美
術
館
で
、
今
年
開
館
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

館
の
所
蔵
品
は
、
浮
世
絵
に
つ
い

て
は
浦
上
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
２

０
０
０
点
に
、
有
名
な
チ
コ
チ
ン
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
初
期
浮
世
絵
と
明

治
浮
世
絵
を
大
量
に
購
入
、
現
在
約

５
２
０
０
組
を
誇
り
ま
す
。
東
洋
陶

磁
は
、
松
村
實
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
46

点
を
御
遺
族
よ
り
寄
贈
を
受
け
、
朝

鮮
陶
磁
と
中
国
陶
磁
約
５
０
０
点
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念

館
は
、
国
際
的
に
「
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ　

Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
」

と
し
て
知
名
度
が
あ
り
ま
す
が
、
10

周
年
を
記
念
し
て
、
古
萩
と
呼
ば
れ

て
い
る
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で

の
萩
陶
芸
を
一
堂
に
並
べ
る
「
萩
陶

芸
展
示
室
」
を
建
設
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
総
工
費
20
億
円
で

２
０
１
０
年
に
開
館
の
予
定
で
、
現

在
山
口
市
の
県
立
美
術
館
の
所
蔵
す

る
４
０
０
点
の
萩
陶
芸
の
作
品
が
移

管
さ
れ
ま
す
。

　
「
現
在
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
心
の
豊
か
さ
で
す
。
美
術
館
は
こ

の
心
の
豊
か
さ
を
養
な
う
絶
好
の
場

所
で
す
。
都
市
は
文
化
を
軽
視
し
て

は
発
展
は
な
く
、
ま
た
美
術
館
も
そ

の
他
に
根
付
か
な
け
れ
ば
成
長
は
あ

り
ま
せ
ん
。
パ
リ
市
に
お
け
る
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
、
国
内
で
は
倉
敷
市
の

大
原
美
術
館
に
み
ら
れ
る
都
市
と
美

術
館
と
の
共
存
共
栄
が
そ
の
良
き
例

で
す
」

入
館
者
20
万
人
突
破
！

今
年
で
開
館
10
周
年

李
朝
の
作
。
瑠
璃
釉
の
発
色
も
美

し
く
、
愛
玩
に
ふ
さ
わ
し
い
優
品
。

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

■
浮
世
絵
５
２
０
０
点
、

　
　

東
洋
陶
磁
５
０
０
点
を
所
蔵

■
２
０
１
０
年

　
　
「
萩
陶
芸
展
示
室
」
を
建
設

■
「
家
庭
画
報
」
８
月
号
で
紹
介

丹
下
健
三
氏
設
計
の
浦
上
記
念
館
前

に
立
つ
浦
上
敏
朗
さ
ん
と
翠
夫
人

◎
浮
世
絵
展
示

「
江
戸
の
グ
ル
メ
」　

９
月
24
日
ま
で

「
山
口
県
と
浮
世
絵
」

　
　
　
　
　

10
月
７
日
〜
11
月
５
日

◎
東
洋
陶
磁
展
示

「
や
き
も
の
に
象
ら
れ
た
動
物
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
24
日
ま
で

「
青
磁
の
歴
史
」

　
　
　
　
　

10
月
７
日
〜
12
月
24
日

◎
特
別
展
示

中
国
古
代
の
暮
ら
し
と
夢

９
月
24
日
ま
で

人
間
国
宝　

三
輪
壽
雪
の
世
界

10
月
７
日
〜
11
月
26
日

　

96
歳
の
今
も
現
役
の
陶
芸
家
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
三
輪
壽
雪
の
80
年

に
及
ぶ
作
陶　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
の
集
大

成
を
紹
介
す

る
初
の
回
顧

展
。
１
９
１

点
。

◆
三
輪
壽
雪
さ
ん
の
作
品
（
茶
碗
）

に
よ
る
呈
茶
（
１
日
先
着
80
人
）

▽
会
期
中
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分　

▽
５
０

０
円
（
別
途
観
覧
料
が
必
要
）

◆
記
念
講
演
会
（
先
着
80
人
）

　
　
　
「
現
代
陶
芸
史
と
三
輪
壽
雪
」

▽
10
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時　

▽
講
師　

榎
本
徹
（
岐
阜

県
現
代
陶
芸
美
術
館
館
長
）

萩
焼
の
造
形
美

展
示
案
内

鬼萩割高台茶碗　
　　　（2006 年）

　

萩
博
物
館
は
平
成
16
年
11
月

11
日
に
開
館
。
10
万
人
目
は
昨

年
７
月
。
８
月
29
日
に
入
館
者

20
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円

（
前
売
８
０
０
円
）、
高
校
・
大

学
生
６
０
０
円
、
小
・
中
学
生

３
０
０
円

■
萩
市
に
根
付
か
な
け
れ
ば　
　

成
長
は
あ
り
ま
せ
ん

浦
上
記
念
館

の
所
蔵
品
が

12
ペ
ー
ジ
に

わ
た
り
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

▷
瑠る
り
ゆ
う
じ
っ
ち
ょ
う
せ
い
も
ん
か
く
へ
い

璃
釉
十
長
生
文
角
瓶

2006 年９月（第 71号）13



■
吉
賀
將
夫
作
陶
展

と　

き　

９
月
20
日
（
水
）
〜
26
日

（
火
）

と
こ
ろ　

新
潟
市
古
町
通　

新
潟
大

和
百
貨
店

　
　
（
０
２
５
・
２
２
８
・
１
１
１
１
）

■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

と　

き　

10
月
14
日
（
土
）
午
後
２

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

東
京
都
千
代
田
区　

日
本

工
業
倶
楽
部
（
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
丸
の
内

北
口
）

　
　
（
０
３
・
３
２
８
１
・
１
７
１
１
）

■
か
ら
た
ち
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
工
業
高
同
窓
会
。

と　

き　

10
月
21
日
（
土
）
午
後
２

時
〜

と
こ
ろ　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

平
河
会
館

（
０
３
・
３
２
６
３
・
３
９
９
２
）

■
東
京
た
ち
ば
な
会
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
業
高
同
窓
会
。

と　

き　

11
月
17
日
（
金
）
午
後
６

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

東
京
都
港
区
芝
５
︲
21
︲

７　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
芝
倶
楽
部

　
　
（
０
３
・
５
４
４
３
・
１
４
０
０
）

北
陸
地
区

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

■
東
京
須
佐
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
区
同
郷
会
。

と　

き　

11
月
18
日
（
土
）
正
午
〜

と
こ
ろ　

東
京
都
港
区
高
輪
４
︲
10

︲
56　

日
立
金
属　

高
輪
和わ

き
ょ
う
か
ん

彊
館

　
　
（
０
３
・
３
４
４
３
・
１
７
１
７
）

■
人
間
国
宝　

三
輪
壽
雪
の
世
界

と　

き　

９
月
24
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　

東
京
都
千
代
田
区
北
の
丸

公
園　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸

館
（
０
３
・
５
７
７
７
・
８
６
０
０
）

•
三
輪
壽
雪
氏
の
作
品
（
茶
碗
）
に

よ
る
呈
茶
（
先
着
50
人
）

▽
会
期
中
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午

後
２
時
〜
４
時
30
分

▽
料
金
４
０
０
円
（
茶
菓
代
、
別
途

観
覧
料
が
必
要
）

■
Ｐ
ｕ
ｒ
ｅ
工
場
展　

第
１
期
〜
ぶ

ら
り
お
散
歩
〜

　

陶
芸
家　

オ
カ
ダ
ヤ
ス
シ
（
１
９

７
６
年
萩
市
生
ま
れ
）
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

９
月
４
日
（
月
）
〜
９
日

（
土
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室

町
４
︲
３
︲
７　

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
環（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
９
２
０
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
の
企
画
展

•
中
国
５
県
物
産
展

　

中
国
地
方
各
県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
物

産
販
売
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

９
月
25
日
（
月
）、
26
日

（
火
）
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２

︲
３
︲
４
日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階

お
い
で
ま
せ
山
口
館

　
　
（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■
浦
安
市
民
ま
つ
り

　

萩
の
夏
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
が
販
売

さ
れ
ま
す
。

と　

き　

９
月
30
日
（
土
）、
10
月

１
日
（
日
）

と
こ
ろ　

浦
安
市
猫
実
浦
安
市
役
所

周
辺（
０
４
７
・
３
５
１
・
１
１
１
１
）

■
金
子
信
彦
作
陶
展

と　

き　

10
月
６
日
（
金
）
〜
13
日

（
金
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区　

日
本
橋

三
越
本
店

　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
姉
妹
都
市
（
萩
市
、
上
田
市
、
足

利
市
、
鎌
倉
市
）
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
か
ま
ぼ
こ
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
製
品
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
６
日
（
金
）、
７
日

（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
７

日
は
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

鎌
倉
市
小
町
１
︲
10
︲
５

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り　

萩

観
光
物
産
展

　

萩
・
阿
武
地
域
の
特
産
品
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
28
日
（
土
）、
29
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

東
京
都
世
田
谷
区　

松
陰

神
社
入
口　

若
林
公
園
前

問
い
合
わ
せ　

萩
商
工
会
議
所

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
新
国
立
劇
場　

小
劇
場

•
「
イ
ワ
ー
ノ
フ
」
チ
ェ
ー
ホ
フ
作

　

萩
市
出
身
の
舞
台
美
術
家　

戸
村

孝
子
さ
ん
（
萩
高
昭
37
年
卒
）
が
舞

台
美
術
を
制
作
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
６
日
（
月
）
午
後
６

時
30
分
〜
、
９
日
（
木
）
午
後
２
時

〜
、
10
日
（
金
）
午
後
２
時
〜
、
12

日
（
日
）
午
後
５
時
〜

と
こ
ろ　

東
京
都
渋
谷
区
本
町
１
︲

１　

新
国
立
劇
場

　
　
（
０
３
・
５
３
５
１
・
３
０
１
１
）

料　

金　

Ａ
席
５
２
５
０
円
、
Ｂ
席

３
１
５
０
円

■
吉
賀
將
夫
作
陶
展

と　

き　

11
月
７
日
（
火
）
〜
13
日

（
月
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区　

日
本
橋

三
越
本
店

　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

　
■
中
村
眞
一
作
品
展

と　

き　

９
月
13
日
（
水
）
〜
26
日

（
火
）

と
こ
ろ　

神
戸
市
中
央
区
明
石
町　

神
戸
大
丸

　
　
（
０
７
８
・
３
３
１
・
８
１
２
１
）

■
山
口
県
味
旅
情

　

萩
の
海
産
物
や
か
ま
ぼ
こ
が
販
売

さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
18
日（
水
）
〜
24
日

（
火
）

と
こ
ろ　

京
都
市
下
京
区　

京
都
高

島
屋（
０
７
５
・
２
２
１
・
８
８
１
１
）

■
十
二
代
三
輪
休
雪
展

　
　
　
　
　
　
　

ー
休
雪
へ
の
道
ー

•
鳥
取
県
米
子
市

と　

き　

９
月
19
日
（
火
）
〜
25
日

（
月
）

と
こ
ろ　

米
子
天
満
屋

　
　
（
０
８
５
９
・
３
５
・
１
１
１
１
）

•
広
島
県
福
山
市

と　

き　

10
月
24
日
（
火
）
〜
30
日

（
月
）

と
こ
ろ　

天
満
屋
福
山
店

　
　
（
０
８
４
・
９
２
７
・
２
１
１
１
）

•
広
島
市

関
西
地
区

中
国
地
区

関
東
地
区

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
玉
村
登
陽
、

野
坂
和
左
、
波
多
野
善
蔵
、
波
多
野

英
生
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

東
京
展　

９
月
26
日
（
火
）
〜
10
月

８
日
（
日
）
東
京
三
越
本
店

名
古
屋
展　

10
月
11
日
（
水
）
〜
16

日
（
月
）
三
越
名
古
屋
栄
店

京
都
展　

10
月
18
日
（
水
）
〜
23
日

（
月
）
京
都
高
島
屋

大
阪
展　

10
月
25
日
（
水
）
〜
30
日

（
月
）
そ
ご
う
心
斎
橋
本
店

金
沢
展　

11
月
３
日
（
金
）
〜
12
日

（
日
）
石
川
県
立
美
術
館

第
53
回
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（
０
８
３
８
・
２
５
・
４
８
４
３
）

■
彩
陶
庵
の
企
画
展

◎
三
輪
和
彦
個
展　
「
Ｂ
ｏ
ｗ
ｌ 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

２
０
０
６
」

と　

き　

11
月
11
日
（
土
）
〜
19
日

（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
呉
服
町
１
︲
３　

彩

陶
庵
ロ
フ
ト

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
萩
も
の
し
り
博
士
検
定

と　

き　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）
午

前
10
時
〜

試
験　

博
士
、修
士
（
博
士
取
得
者
）

申
込
締
切　

11
月
８
日

問
い
合
わ
せ　

萩
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
６
６
）

■
第
７
回
萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン　
　

　

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
山
口
衛
里
選
手

が
今
年
の
招
待
選
手
で
す
。

と　

き　

12
月
10
日
（
日
）
午
前
10

時
ス
タ
ー
ト

種　

目　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
㎞
、

５
㎞
、
２
㎞
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
２
㎞
）

申
込
締
切　

10
月
30
日

問
い
合
わ
せ　

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
０
８
３
８
・
２
５
・
７
３
１
１
）

■
「
炎
芸
術
」
87
号

　

巻
頭
特
集
で
、
萩
焼
の
人
間
国
宝

三
輪
壽
雪
が
、
い
か
に
革
新
的
な
世

界
を
築
き
上
げ
て
き
た
か
と
い
う
内

実
に
焦
点
を
あ
て
、
多
彩
な
記
事
と

作
品
写
真
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
作
陶
展

と　

き　

11
月
１
日
（
水
）
〜
７
日

（
火
）

と
こ
ろ　

下
関
市
竹
崎
町　

下
関
大

丸
（
０
８
３
２
・
３
２
・
１
１
１
１
）

■
た
ち
ば
な
会
本
部
総
会

　

萩
商
業
高
の
同
窓
会
本
部
。

と　

き　

10
月
14
日
（
土
）
午
後
６

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

萩
商
業
高
校
体
育
館

　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
２
３
２
）

■
俥
宿
天
十
平
の
企
画
展

•
英
国
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
店

　

１
９
２
０
年
代
の
家
具
や
雑
貨
類

約
２
０
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

９
月
23
日
（
土
）
〜
10
月

４
日
（
水
）

と
こ
ろ　

萩
市
南
古
萩
町
33
︲
５　

俥
宿
天
十
平

　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
４
７
４
）

■
劇
団
さ
く
ら
組
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
早
春
譜
」

　

戊
辰
戦
争
で
長
州
に
敗
れ
た
会
津

人
の
心
の
わ
だ
か
ま
り
と
和
解
を

テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

と　

き　

９
月
30
日
（
土
）
①
午
後

２
時
〜
、
②
午
後
７
時
〜

と
こ
ろ　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

料　

金　

大
人
１
５
０
０
円
、
中
学

生
以
下
１
０
０
０
円
（
当
日
３
０
０

円
増
）

問
い
合
わ
せ　

シ
ア
タ
ー
３
６
５
萩

オ
フ
ィ
ス

■
テ
レ
ビ
朝
日
系
「
人
生
の
楽
園
」

　

町
お
こ
し
の
た
め
に
屋
台
を
引
き
、

萩
に
伝
わ
る
お
菓
子
「
蒸
気
ま
ん

じ
ゅ
う
」
を
売
り
歩
き
奮
闘
す
る
清

水
明
人
さ
ん
恵
子
さ
ん
ご
夫
婦
。
定

年
後
の
第
二
の
人
生
の
あ
り
方
を
紹

介
し
ま
す
。

放
映
予
定
日　

９
月
23
日
（
土
）
午

後
６
時
〜
６
時
30
分

放
映
局　

テ
レ
ビ
朝
日
系
列

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
器
夢
工
房
」

　

陶
芸
家　

金
子
司
さ
ん
が
紹
介
さ

れ
ま
す
。

放
映
予
定
日　

９
月
24
日
（
日
）
午

前
６
時
15
分
〜
25
分

放
映
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
生
第
２

と　

き　

11
月
16
日
（
木
）
〜
22
日

（
水
）

と
こ
ろ　

天
満
屋
八
丁
堀
店

　
　
（
０
８
２
・
２
４
６
・
５
１
１
１
）

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

と　

き　

10
月
16
日
（
月
）
午
後
６

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

山
口
市
湯
田
温
泉　

セ
ン

ト
コ
ア
山
口

　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
０
８
１
１
）

■
山
口
県
立
美
術
館
の
常
設
展

　
「
現
代
の
陶
芸
Ⅱ
」（
郷
土
工
芸
室
）

　

陶
芸
家　

兼
田
昌
尚
、
岡
田
裕
、

波
多
野
善
蔵
、
故
三
輪
休
和
、
故

三
輪
栄
造
、
故
11
代
坂
高
麗
左
衛
門
、

故
吉
賀
大
眉
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

と　

き　

10
月
１
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　

山
口
市
亀
山
町
３
︲
１　

山
口
県
立
美
術
館

　
　
（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
躍
動
会
展
（
絵
画
）

と　

き　

10
月
19
日
（
木
）
〜
24
日

（
火
）

と
こ
ろ　

長
門
市
東
深
川　

ウ
ェ
ー

ブ
別
館
２
階

　
　
（
０
８
３
７
・
２
２
・
４
８
３
０
）

新
規
加
入
会
員
ご
紹
介（

６
月
24
日
〜
８
月
23
日　

加
入
者
34
人
）

久
継
宏
士
さ
ん　
（
石
川
県
金
沢
市
）

森
田
耕
三
さ
ん　
（
埼
玉
県
鳩
山
町
）

岡
部
長
子
さ
ん　
（
群
馬
県
榛
名
町
）

水
谷
昌
浩
さ
ん　
（
山
口
県
周
南
市
）

問
田
国
雄
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

小
野
敦
仁
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

渡
邉
泰
夫
さ
ん　
（
広
島
県
大
竹
市
）

杉
山
美
南
子
さ
ん（
広
島
県
広
島
市
）

藤
田
克
久
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

田
中
勝
巳
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

今
田
幸
子
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

成
田
一
枝
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

金
子
征
男
さ
ん
（
広
島
県
広
島
市
）

岩
本
健
一
さ
ん（
広
島
県
廿
日
市
市
）

小
野
興
太
郎
さ
ん（
島
根
県
松
江
市
）

田
辺
愉
紀
子
さ
ん（
広
島
県
広
島
市
）

中
野
清
志
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

テ
レ
ビ
情
報

山
口
県
関
係

萩
市
関
係

出
版
情
報

山
本
哲
朗
さ
ん　
（
山
口
県
宇
部
市
）

東
光
子
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

大
崎
寛
治
さ
ん（
福
岡
県
北
九
州
市
）

中
原
健
治
さ
ん　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

秋
田
望
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

藤
田
博
文
さ
ん　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

片
岡
章
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

廣
兼
紀
美
江
さ
ん（
福
岡
県
福
岡
市
）

伊
藤
義
博
さ
ん（
福
岡
県
北
九
州
市
）

藤
田
勝
弘
さ
ん（
福
岡
県
北
九
州
市
）

木
本
茂
樹
さ
ん　
（
長
崎
県
長
崎
市
）

岡
本
詔
洋
さ
ん（
福
岡
県
北
九
州
市
）

松
本
幸
子
さ
ん　
（
岡
山
県
岡
山
市
）

松
冨
勉
さ
ん　
　
（
広
島
県
三
原
市
）

鈴
川
賀
弘
さ
ん　
（
茨
城
県
鹿
嶋
市
）

藤
原
文
一
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

渡
澤
正
久
さ
ん　
（
長
野
県
木
曽
町
）

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
か
ら
、

「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
一
夜
干
し
（
10

枚
）」
を
３
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
込
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
な
ど
を
明

記
の
う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
。
締
切
は
９
月

30
日
。

　

そ
の
他
に
も
、
陶
芸
家　

十
二
代

三
輪
休
雪
、
野
坂
康
起
、
岡
田
裕
ら

が
特
集
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
５
判
／
１
６
８
ペ
ー
ジ

価　

格　

２
１
０
０
円

発　

行　

阿
部
出
版

　
　
（
０
３
・
３
７
１
５
・
２
０
３
６
）
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脂の乗りは「戻り」が最高！

カ
ツ
オ
と
い
え
ば
、
黒
潮
が

洗
う
土
佐
や
紀
州
が
有
名

で
す
が
、
対
馬
暖
流
系
群
と
し
て

日
本
海
に
も
回
遊
。
萩
沖
で
は
見

島
周
辺
が
好
漁
場
。「
目
に
は
青

葉
・
・
・
」
の
句
で
有
名
な
春
の

「
初
ガ
ツ
オ
」
と
違
っ
て
、
秋
の

カ
ツ
オ
は
、
北
の
海
で
豊
富
な
エ

サ
を
食
べ
て
丸
々
と
太
っ
た
「
戻

り
ガ
ツ
オ
」。
こ
の
時
期
の
カ
ツ

オ
は
、
別
名
「
ト
ロ
ガ
ツ
オ
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
脂
が
の
っ

て
、
と
ろ
け
る
よ
う
に
美
味
。
萩

で
は
「
土
佐
カ
ツ
オ
」
と
呼
ん
で
、

ス
マ
カ
ツ
オ
・
ハ
ガ
ツ
オ
・
ソ
ウ

ダ
ガ
ツ
オ
な
ど
他
種
の
カ
ツ
オ
と

区
別
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
群
れ

で
回
遊
し
て
く
る
た
め
、
一
回
あ

た
り
の
漁
獲
漁
も
多
く
、
盛
期
に

は
丸
々
と
肥
え
た
５
kg
級
が
１
本

３
０
０
０
円
程
度
、
こ
の
サ
イ
ズ

な
ら
、
１
本
の
カ
ツ
オ
か
ら
刺
身

や
タ
タ
キ
で
軽
く
10
人
前
は
取
れ

ま
す
。
萩
で
は「
キ
ツ
ネ
ガ
ツ
オ
」

と
よ
ば
れ
る
ハ
ガ
ツ
オ
、「
ヤ
イ

ト
ガ
ツ
オ
」
と
呼
ば
れ
る
ス
マ
も
、

カ
ツ
オ
同
様
に
美
味
で
す
。

カ
ツ
オ
と
い
え
ば
タ
タ
キ
。

皮
付
き
の
ま
ま
の
サ
ク
に

軽
く
塩
を
ふ
り
、
強
火
で
あ
ぶ
る
。

本
来
わ
ら
で
焼
く
の
が
最
上
で
す

が
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
十
分
。
表
面

が
白
く
な
っ
た
ら
火
か
ら
下
ろ

し
、
直
ぐ
に
氷
水
に
つ
け
熱
が
ま

わ
る
の
を
止
め
ま
す
。
薬
味
に
生

姜
・
に
ん
に
く
・
た
ま
ね
ぎ
を
あ

し
ら
っ
て
、
ポ
ン
酢
し
ょ
う
ゆ
で
。

カ
ツ
オ
類
の
評
価
は
ス
マ
﹀
カ
ツ

オ
﹀
ハ
ガ
ツ
オ
﹀
ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ
﹀

マ
ル
ソ
ウ
ダ
の
順
。
素
人
目
に
は

区
別
が
難
し
い
の
で
店
頭
で
尋
ね

て
く
だ
さ
い
。
切
身
や
刺
身
パ
ッ

ク
は
、
赤
身
が
鮮
や
か
な
も
の
を
。

戻
り
の
旬
は
９
月
〜
11
月
頃

脂の乗りは「戻り」が最高！

戻りカツオ戻りカツオ

△ B1 判のポスター。デザインは、
東京在住の古谷憲史さん（萩高平
成７年卒、２ページの萩大志館の
メンバー）。
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